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赤赤
羽羽
根根
城城
とと
高高
橋橋
氏氏

（
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
）
の

屋
敷
内
の
絵
な
ど
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
生
月

島
に
は
半
月
余
り
も
鯨
組

主
宅
に
滞
在
し
て
捕
鯨
を

見
学
し
、
そ
の
様
子
を
多

く
の
挿
絵
を
交
え
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
有
名
な

場
所
の
風
景
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
出
会
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
様
子
や
四
日
市

盆
踊
り
な
ど
祭
礼
の
様
子
、

吉
備
地
方
の
古
墳
（
そ
の

う
ち
の
一
つ
は
岡
山
市
に

所
在
す
る
 造
 

つ
く
り

 山
 古
墳
と
推

や
ま

定
）
な
ど
、
旅
中
に
見
聞

き
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
資
料
は
、
 司
  馬
  江
  漢
 が
天
明
８
（
１
７
８
８
）
年
４
月
　
日
か
ら
翌
年
の
４

し
 
ば
 
こ
う
 か
ん

２３

月
　
日
ま
で
の
約
１
年
か
け
て
、
江
戸
か
ら
長
崎
・
平
戸
へ
旅
を
し
た
と
き
の
旅
日

１３
記
で
す
。
も
と
も
と
は
５
巻
で
ま
と
め
ら
れ
、
寛
政
６
（
１
７
９
４
）
年
に
刊
行
さ

れ
た
も
の
で
、
岩
瀬
文
庫
資
料
は
１
冊
に
と
じ
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　
作
者
の
江
漢
は
、
画
家
で
も
あ
り
蘭
学
者
で
も
あ
り
ま
す
。
西
洋
の
腐
食
銅
版
画
、

い
わ
ゆ
る
エ
ッ
チ
ン
グ
を
最
初
に
日
本
に
紹
介
し
た
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

　
こ
の
資
料
で
は
道
中
各
地
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
長
崎
と

平
戸
生
月
島
の
記
録
に
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
費
や
し
て
い
ま
す
。
長
崎
で
は
カ
ピ
タ
ン

 西
  遊
  旅
  譚
 

さ
い
 
ゆ
う
 
り
ょ
 
た
ん

（
　
―
　
）
１
冊

９９

５７
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世
紀
中
ご
ろ
以
降
、
一
色
の

１４
地
は
西
条
吉
良
氏
領
で
あ
っ
て
、

吉
良
満
義
の
次
男
有
義
を
配
し
て

治
め
ま
し
た
。
有
義
は
一
色
殿
と

呼
ば
れ
、
そ
の
開
基
と
伝
え
ら
れ

る
安
休
寺
の
境
内
に
は
父
満
義
と

共
に
墓
石
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
永
享
４
（
１
４
３
２
）
年
、
中

条
氏
が
将
軍
義
教
の
怒
り
に
触
れ
、

三
河
国
加
茂
郡
高
橋
荘
は
没
収
さ

れ
て
吉
良
義
尚
と
一
色
持
信
に
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
高
橋

荘
出
身
の
高
橋
氏
は
吉
良
氏
を
頼

っ
て
一
色
に
入
り
、
赤
羽
根
城
を

居
城
に
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
高

橋
氏
は
足
助
氏
を
名
乗
っ
た
時
期

も
あ
り
『
応
仁
武
鑑
』
に
あ
る
吉

良
義
真
の
家
老
・
足
助
八
郎
五
郎

重
行
は
高
橋
氏
の
一
族
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
　
世
紀
に
入
る
と
、
浜
松
庄
の

１６
奉
行
で
あ
っ
た
寺
津
城
主
大
河
内

氏
は
今
川
氏
と
三
河
・
遠
江
国
境

一
帯
で
争
い
、
永
正
　
（
１
５
１

１０

３
）
年
、
高
橋
氏
は
大
河
内
の
催

促
に
応
じ
て
浜
松
庄
引
馬
城
（
浜

松
市
）
攻
め
に
出
陣
し
ま
し
た
。

　
年
に
も
今
川
氏
が
甲
斐
へ
援
兵

１３を
送
っ
た
留
守
を
狙
っ
て
再
び
攻

め
入
り
引
馬
城
を
手
に
入
れ
ま
し

た
が
、
急
ぎ
返
し
た
今
川
軍
に
敗

れ
て
大
河
内
氏
・
巨
海
氏
・
高
橋

氏
な
ど
立
て
こ
も
っ
た
侍
は
討
ち

死
に
、
あ
る
い
は
生
け
捕
り
と
な

り
ま
し
た
。

　
桶
狭
間
の
戦
い
の
後
の
永
禄
４

（
１
５
６
１
）
年
、
吉
良
荘
内
で

の
家
康
と
吉
良
氏
と
の
戦
い
で
、

酒
井
雅
楽
  助

     

正
親
が
西
条
城
を
攻

う

た

の

す

け

め
、
こ
の
時
に
吉
良
氏
に
味
方
す

る
高
橋
氏
の
赤
羽
根
城
も
落
城
し
、

６
年
の
三
河
一
向
一
揆
で
高
橋
氏

は
討
ち
死
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
『
三
河
国
二
葉

松
』
に
「
赤
羽
根
古
城
　
高
橋
与

助
」
と
書
か
れ
る
、
そ
の
子
与
助

は
慶
長
５
（
１
６
０
０
）
年
６
月
、

家
康
が
佐
久
島
に
泊
ま
っ
た
折
に

こ
れ
を
襲
う
こ
と
を
企
て
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

▼

平
戸
生
月
島
で
の
捕
鯨
業
の
う
ち
、
肉
納
屋
（
作
業
場
の
一
つ
）
の

様
子
。
西
欧
の
遠
近
法
を
採
用
し
た
構
図
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。


